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:
九
月
に
問
問
か
れ
た
神
奈
川
県
議
会
で
平
塚
一
茶
野
方
面
校
と
し
て
、
市
内
片
問
問
に
巣
立
比
日
鴻

:
O

O
高
校
を
つ
く
る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ
の
往
設
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
間
月
一
日

O

O
e
に
は
開
校
の
は
こ
び
と
な
り
ま
す
が
、
と
の
決
定
ま
で
に
は
、
市
漠
会
を
は
じ
め
関
係
者

:
O

O

の
波
々
な
ら
ね
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
財
政
岡
町
民
化
の
折
、
高
校
は
削
除
の
仕
事
と
一
様
に

-
0

0
:
割
り
切
れ
な
い
煎
が
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
そ
の
災
現
に
絞
大
町
田
の
努
力
を
し
て
き
ま
し

O

O
'
た
。
し
か
し
な
一
か
ら
、
昭
和
五
十
三
年
あ
た
り
か
ら
中
学
卒
業
者
の
急
治
が
予
測
さ
れ
、

:
O

O'
そ
の
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
県
の
在
校
計
溺
案
な
ど
を
追
い
な
が
・

0

0
ら
、
こ
の
高
校
問
題
に
焦
点
安
当
て
て
み
ま
し
た
。

紫
的
な
請
か
ら
は
、
準
義
務
教
討
侶
憾
山
一
(
人
件
朝
日
運
一
日
目
的
山
川
〉
と
い
う
例
会
で
吋
決
し
宇
レ
た
。
己
の
同
校
は
海
人
路
、
了
d
F
用
ぽ
闘
の
問
題
、
排
水

と
い
わ
れ
る
ほ
主
、
高
い
甘
同
校
晶
学
率
膨
式
な
額
と
な
り
ま
す
。
今
t
度
中
に
着
工
し
て
、
在
十
一
一
一
一
行
直
方
法
な
ど
で
、
地
元
の
人
た
ち
の
大
主

登
山
し
て
い
ま
す
ロ
多
く
の
矛
盾
を
ね
己
の
百
概
剖
闘
の
具
体
化
と
し
て
、
で
一
完
成
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
蛾
痛
な
協
内
が
あ
っ
た
ζ
と
次
申
し
係
え
な

え
な
が
ら
有
と
も
あ
れ
、
校
舎
を
、
昭
制
問
イ
八
年
内
月
広
一
校
宅
昭
和
則
前
万
曲
校
、
県
阿
方
面
枝
、
県
央
続
け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。

新
設
校
を
、
と
い
う
わ
が
、
開
民
市
四
十
九
年
四
月
に
一
八
校
キ
」
、
ザ
一
十
什
同
期
方
出
枝
、
早
塚
宅
問
割
方
詔
校
(
市
内
と
ζ
ろ
で
、
来
骨
肉
LH
一
日
に
期
間
校

民
の
ひ
と
し
ミ
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
月
に
六
授
を
、
五
十
一
年
四
月
に
は
八
片
悶
へ
)
の
間
授
が
そ
れ
て
す
。
残
る
は
い
ま
す
が
校
舎
は
先
に
な
り
主
7
0

事
レ
ょ
う
。
身
主
か
な
平
塚
長
野
学
区
校
生
気
校
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
(
五
七
禁
足
立
仰
て
、
と
も
あ
れ
、
来
存
問
他
校
の
例
の
よ
う
に
、
他
学
区
へ
白
一

が
見
容
レ
て
も
、
昭
和
五
ー
ヤ
昨
置
の
中
十
一
…
年
四
月
)
に
は
い
l

一
校
と
い
う
こ
バ
に
は
十
一
校
が
間
開
校
す
る
こ
と
に
な
時
通
学
や
、
プ
レ
ハ
ブ
校
命
家
も
考
え

学
三
年
生
四
千
七
百
三
十
人
が
、
百
十
ケ
タ
む
開
校
宇
決
め
て
い
ま
す
。
り
d

牢
ず
が
、
一
一
昨
か
ら
一
一
年
く
ら
い
は
ら
れ
事
レ
た
が
、
太
洋
中
学
校
の
担
き

八
年
度
に
は
む
千
八
自
ト
三
人
に
な
り
乙
の
十
一
校

P
Z口
、
本
校
針
通
説
プ
レ
ハ
ブ
あ
る
い
は
閥
街
百
田
町
舎
と
い
蜘
記
号
を
訓
利
用
す
る
乙
と
で
一
県
・
市
・
抱

一
一
一
千
百
人
も
増
え
ま
す
し
、
平
塚
市
内
冊
目
と
し
丈

mm枝
分
を
九
月
間
町
議
会
定
っ
た
世
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
よ
う
で
す
。
元
の
間
で
一
話
し
合
ρ
が
も
た
れ
て
き
ま

だ
け
で
も
五
十
八
年
度
に
は
、
五
十
年

a

h

?

と

A

:

し
た
。
そ
し
て
、
十
円
バ
二
十
五
日
に
開

5
2更
為

え

る

計

算

で

一

時

太

詳

'

中

学

校

へ

か

れ

た

事

会

議

室

で

了

承

と

7
0
い

ず

れ

も

自

然

増

の

推

計

て

す

か

い

う

経

過

を

経

て

、

大

三

十

学

校

へ

む

ら
三
」
れ
に
大
一
刻
展
開
地
等
社
会
場
を

9
4か
な
主
f

嬰
絞
殺
夜
を
問
問
で
み
し
、
そ
の
初
今
度
分
間
信
一
一
手
川
内
を
仮
校
全
日
芽
、
長
へ
党
与
〕
が
、

E
式
に

加
え
ま
す
と
、
さ
ら
に
漁
刻
白
度
合
い
ま
す
と
、
こ
の
百
校
計
協
の
中
で
、
平
隔
で
批
に
計
と
し
宇
レ
た
。
工
事
は
山
ド
川
決
定
し
宇
し
た
。
来
年
早
々
か
ら
同
校

宇
増
す
こ
と
に
な
り
屯
て
す
。
平
岡
笠
巾
内
援
護
野
学
区
へ
は
:
一
ハ
授
の
越
通
高
慨
を
利
五
十
一
-
年
一
一
月
完
成
を
白
途

γ~来
舎
の
化
科
試
し
が
行
な
わ
れ
る
ζ
と
に

じ
街
、
性
高
校
在
あ
と
二
枚
は
ほ
し
い
、
建
て
る
一
と
い
う
計
闘
で
す
。

ζ
の
六
校
与
一
一
一
月
末
に
は
語
工
さ
せ
、
問
和
五
十
な
っ
て
い
ま
す
a

某
々
四
月
の
間
同
校
時

と
い
A
議
味
が
お
分
か
り

J

い
た
ず
九
げ
る
の
う
ち
、
本
年
四
月
一
日
に
伊
志
田
高
一
一
♂
年
四
月
に
は
、
仮
校
舎
住
い
を
解
消
に
は
四
ク
ラ
ス
、
奇
八
十
人
で
発
足
す

か
と
患
い
ま
す
。
校
が
、
そ
し
て
一
一
番
目
か
今
訪
の
平
裂
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
乙
の
校
長
る
ζ
と
に
し
て
お
り
、
照
時
規
模
ば
一

低
投
野
方
面
持
戸
)
い
ろ
ゐ
け
で
す
。
残
る
建
設
に
先
立
っ
て
、
市
で
は
片
岡
方
窓
学
年
十
二
学
級
(
五
百
四
十
人
〉
、
一
一
一

巨
額
な
費
用
間
接
、
昭
和
手
コ
一
年
度
か
ら
六
十
学
校
府
豊
富
菱
重
部
室
け
学
年
で
一
一
一
十
六
学
説
一
千
六
百
二
十
人

六
千
五
蕗
穣
年
度
に
か
け
て
の
詰
主
り
ま
す
が
で
、
敷
地
主
成
↓
会
に
入
っ
て
い
ま
と
予
定
し
て
い
ま
す
@

と
の
う
ち
白
二
校
は
平
塚
市
内
に
ぜ
ひ
す
が
、
己
の
問
地
の
確
保
ぞ
は
じ
め
、

高
校
克
墜
し
議
か
話
題
に
り
ほ
る
に
ほ
し
い
、
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま

し
て

2る
と
こ
ろ
は
、

z

:

3

h
盟
評
判
飽
和
を
蕗
率
二

子
は
、
入
れ
る
だ
る
っ
か
』
と
の
心
配
今
回
の
平
塚
秦
野
方
面
校
町
議
色
、

z
i
重
品
7
f
s
kノ一ノ

3
1
E
出
品

F
l
t

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一
向
か
が
紅
決
し
て
順
調
な
捗
み
で
決
定
を
見
た
わ
校
名
は
、
十
一
一
月
の
県
議
会
主
決
ま
主
寄
の
小
林
武
先
恒
一
に
拘
っ
て
み
ま
し

っ
て
い
る
』

rパ
刀
か
っ
て
い
て
も
、
ど
け
で
は
あ
P
ま
せ
ん
。
市
議
会
も
超
党
り
ま
す
が
、
ζ

れ
よ
り
早
く
、
潤
校
準
備
た
。

う
に
主
珂
止
め
が
つ
か
な
い
の
が
実
情
慌
で
こ
の
誘
設
作
戦
に
緩
む
な
ど
、
市
作
業
が
急
が
れ
る
い
ど
C
て
、
去
る
九
万
『
多
綴
な
中
廷
の
「
可
能
科
宇
品
押
す
た
め

と
い
え
ま
し
ょ
う
e
と
い
っ
て
、
県
5

也
氏
ぐ
る
み
の
運
動
を
展
開
し
て
宇
た
一
間
}
日
付
で
、
校
長
・
教
頭
・
事
務
長
む
の
幅
広
い
選
択
制
度
そ
段
り
入
れ
た
い

市
と
も
総
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
宅
産
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
@
各
要
員
と
し
て
、
県
教
育
庁
総
務
一
毛
L

し
、
日
経

h
F
aめ
る
た
め
の
自
主
語
一

は
あ
り
ま
せ
ん
1

神
宍
川
県
で
は
、
こ

l
i

準
備
相
当
主
軒
、
問
副
主
幹
、
同
職
員
連
も
開
設
し
た
い
e

例
え
ば
二
ニ
年
住

れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
高
著
書
毘
年
卓
也
月
に
を
発
令
し
て
い
ま
す
。
季
五
一
白
の
必
妻
自
に
〈
自
由
霊
〉
と
し
て

封
印
片
山
長
一
日
山
守
れ
仮
住
い
解
消
却
一
一
一
日
諮
問
れ
れ
れ
叶
話
料
開
同
町
村
ド
訪
日
以
閣

の
普
通
高
校
を
建
設
し
て
い
こ
う
と
い
と
戸
レ
て
、
全
面
酬
の
普
通
高
校
一
が
来
志
日
の
合
格
者
発
表
と
い
う
一
連
の
仕
乙
れ
は
最
高
白
曹
と
し
て
位
鐘
づ
け
た

う
構
慰
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
可
高
校
時
四
丹
市
内
片
岡
山
L
開
校
す
る
わ
け
で
事
に
備
戸
え
ま
す
。
す
で
に
、
五
十
二
年
い
』
と
い
う
と
と
で
す
。
タ
爆
に
映
え

竺
校
建
て
る
の
に
約
三
十
五
億
円
か
す
か
、

ζ

の
半
塚
棄
声
方
毘
校
の
場
合
度
の
入
学
柴
内
書
も
出
零
古
、
各
中
る
白
亜
の
校
舎
は
ま
だ
先
と
な
り
ま
予

ら
凶
十
憶
円
む
お
金
が
必
要
で
す
。
県
持
来
の
計
騎
は
よ
志
か
く
と
し
ま
し
学
校
あ
て
配
布
を
終
え
て
い
ま
す
。
が
、
伝
統
つ
く
b
白
い
ぷ
き
は
、
ず
で

で
は
こ
の
百
校
で
一
一

A

千
五
百
六
十
帯
内
て
、
第
一
期
金
引
顕
(
校
舎
と
同
院
内
体
と
こ
ろ
で
、
普
設
世
の
中
に
伝
統
を
に
胎
動
し
柏
め
て
い
ま
す
。

の
翠
設
費
沙
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
情
育
館
)
レ
む
て
、
十
四
倍
三
千
四
百
万
艶
い
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
建
設
治
平
塚
市
山
偽
台
焔
九
一
九

会
で
輔
い
ま
ず
か
ら
可
そ
の
刺
子
分
を
内
を
か
け
て
、
今
時
度
か
る
主
十
一
一
一
年
が
、
平
援
護
一
野
方
面
校
の
場
合
一
ほ
ど
5

H
上
の
写
真
は
造
成
ヱ
事
中
の
平
塚
逗

合
め
ま
す
と
、
実
に
六
千
五
百
六
十
に
度
由
一
一
一
か
年
継
続
事
業
で
建
設
す
る
と
か
、
そ
の
磯
田
空
間
校
建
設
準
備
担
当
野
方
面
校
(
市
内
片
岡
)

生きるよろこび
10月31日、第 3""社会福祉大会が市民センターホ}

んで聞かれたa 今月白取材は市の青年学級住であるよ

庭智子古ん (22帯J と森純正江さん (24親コである。
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i 

今
回
の
主
濯
を
め
言
霊
長
、
排
水
問
題
が
こ
と
白
ほ
か

事
件
は
、
平
脳
宣
市
政
に
一
火
汚
点
み
な
さ
ん
の
関
心
者
愛
め
て
お
り

を
践
し
、
誠
に
遥
憾
な
事
件
で
し
ま
す
が
、
市
と
し
事
し
で
も
、
重

合

事

施

議

由

一

っ

と

?

ぞ

去

る

昭

和

今
後

2J廷
に
多
〈
の
主
主
九
年
度
か
ら
八
ゑ
下
水
道
挙

を
A
7
1
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
業
を
実
施
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

深
く
お
間
び
し
ま
す
。

ζ
む
汚
名
在
し
て
、
今
後
鳥
窓
欲
的
に
取
D

返
ょ
の
た
め
に
も
、
さ
ら
い
れ
定
職
組
み
、
車
問
完
府
を
は
か
つ
て
ま

員
一
丸
と
な
っ
て
、
印
刷
る
い
街
を
い
り
た
い
F汲
い
ま
い
と

つ
く
る
べ
〈
努
い
合
い
ま
し
た
。
平
明
暗
市
が
か
か
え
て
い
る
大
き

み
な
さ
ま
む
存
じ
の
よ
う
に
、
急
な
事
業
で
す
。
み
な
さ
ま
が
た
白

激
に
都
市
化
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
同
」
協
力
を
お
顕
い
い
た
し
ま
す
e

石治ストーブの心得
1、燃焼中は移動しないとと。

2、燃闘しているときは給油しない。

3、骨置きなど巴ときはすぐ火を鴇す。

4、燃えやすい物そそばに糧かない。

5、持者主主つときは、消火自確認を。

む石油ストープから火災がおきたとき

の応急措醤について

1、消火器をできるだけストーブに近

づけ、グくの下から消火する。

2、パヶyのときは、燃えている中心

へ真Jーから一気に武をかける。

和国民助山 F786の 2 電話仁31コ3187
大木;文子八重品町 4-4電話 (21)1366 
米貴 ちょ タ髄ク丘訂一一3電話 (21)7315 
;l'，t誇寅松明石町9-6 電話(21)1081 
当麻太輔平軍 20 54 竜話亡31)1971 
今井出出子寺田縄訪001電話 (58)0156 
志村良平年4家11 3 3 電話 (31)0522 
大久探智治高出台28-4電話 (21)2493 
石井忠一御殿1-9-14電話 (31)2252 

の

年
来
は
ロ
万

mH口
ま
で
平
常

ど
お
わ
収
襲
。
年
舶
は
1
月
4
臼

か
魚
平
常
収
換
を
行
5
0
し
た
が

っ
て
、
ロ
丹
幻
自
か
ら
1
月
3
臼

ま
で
は
収
集
曾
レ
な
い
。

問
え
な
い
ご
み
町
共
は
日

月
叩
品
川
口
ま
で

平
常
E
一
お
り
収
集
。
年
始
は
1
向日

4
円
か
ら
平
常
収
揮
者
汚
5
0
し

た
が
っ
て
、
ロ
月
ぬ
円
か
ら
1
月

3
円
ま
で
は
収
壊
し
な
い
の
で
、

指
定
場
所
以
外
は
絶
対
出
さ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

マ
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場

・
年
末
は
ロ
月
初

H午
前
ま
で

0

.
年
始
は
1
月
4
日
か
ら
。

マ
大
神
清
掃
作
業
場

・
年
末
は
花
月
初
日
勺
前
中
ま
で

.
町
始
は
1
月
4
白
か
ら
。

年
末
の
銭
持
く
み

取
り
の
受
け
付
け

今
年
も
尚
刊
号
の
と
お
り
年
来
白

臨
時
く
み
取
り
を
受
げ
付
け
る
。

希
望
さ
れ
あ
学
屈
は
、
翻
時
券
が

必
要
と
な
る
の
で
忘
れ
‘
Z
L申
し

込
ゑ
を
。

マ
受
け
付
け
口
月
辺
町
5
訪
日

マ
受
け
付
け
甥
所
環
境
衛
生
諜

(
慾
口

5
茜〉

マ
持
害
す
る
も
の
印
世
町
、
苧
数

料
吉
六
十
内

察民相談室/湖南地夜行政センター曹(22)2711 
く〉法樺相談毎月第 2第 3金曜日 1沼寺-16時〈受付8時半、電

話でも可〉その筒、毎月教育相談、交通事故相談、内職相談、

高齢者職業棺談を行っていますe

や巡回県民相談 11月26日 1臨時-16時 平塚駅北口交番前

E相談は法得相談、教育摺談交通事故宿談、県政一流史相談

なと〉

議技会館内務言葉皇室曹(33)おお

心理己巴とお談・毎週月曜羽〈第5を徐<)13持 -15持
母子相談・平田、 2時 -15時30分・常設

平日、昔時-16時。常設

平 89時3C分~矧持@損害設

4 

※受付{式機桜務総持関から

7官民相談窓/市役所管(22)1100 

一般法揮相訣・ 12月14臼〈火曜日) . 13時 -16時 人数に帯限がある

人擢乱控相談・ 12月 4臼 E出曜日〉・ 13時 -H時

行政苫情抱談・ 12月 4臼仁土j盟日) . 13時 -16時

主主記杷談・ 12月初日 C金曜日〉・ 13時 -16時

培地建物相談・ 11月308(火曜日) .13時九四時人数に綴股がある

訪問考罫 C特許J相談司 12月 58(月曜臼) .10時 -15時

下請取守日車問あっせん・ 11m3日〈湘彊白)12月16臼〈木曜日〉・ 13時 -16時

消費生活相談・怨遊水:濃g ・lC時-151時

青少年相談・平日、事時-15時@常設〈曹ゆ年課〉

教事事研究所場談室霊智(3D容器50
重量胃 相談・月曜曹尽~金男聾8・2時-l5l時



期
小
学
校
同
或

春
日
野
中
学
校
史
域

大
使
中
学
校
区
域

中
践
中
学
校
町
民
域

神
田
中
学
校
伝
域

揖
尽
中
学
校
広
域

江
甥
中
学
校
区
域

太
洋
出
学
校
区
域

と
思
い
ま
す
。
と
れ
に
対
し
て
、
行
寵
す
る
仕
事
は
職
員
だ
け
に
委
せ
っ

政
と
い
う
の
は
、
政
治
に
よ
っ
て
=
不
放
し
と
い
う
わ
日
に
は
行
き
ま
せ

さ
れ
た
葉
と
針
路

Eた
が
っ
て
ん
。
必
委
に
応
E
、
市
民
自
宗
チ

詳
細
な
投
討
伎
を
か
き
、
正
露
な
針
ぉ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

/

長

官

宅

、

高

を

確

実

に

警

暴

富

市

在

、

政

治

家

と

し

ず
る
己
と
だ
と
思
い
ま
す
ロ
て
の
市
長
で
は
な
〈
、
行
政
援
と
し

世
の
中
に
は
『
競
』
と
い
う
字
を
は
、
市
長
は
『
政
拍
場
込
で
あ
る
と
し
か
し
、
い
っ
た
ん
涼
め
た
政
鮪
て
の
間
肢
を
持
っ
た
市
長
で
な
け
れ
ば

つ
り
て
呼
ば
れ
る
品
刷
業
が
た
く
さ
ん
同
時
に
凶
行
政
家
』
と
し
て
の
事
設
や
針
路
は
絶
対
に
変
え
な
い
と
い
う
な
白
な
い
わ
け
で
す
。

高
り
ま
す
。
を
か
な
り
撰
単
に
持
っ
て
き
た
白
で
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
号
フ
か
と
い
っ
て
、
市
長
は
存
政

三
点
家
、
陪
家
、
長
市
家
、
政
治
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
n

し
情
塾
が
大
き
〈
変
れ
ば
、
己
れ
に
の
完
訴
に
あ
ま
り
深
入
り
し

τ比い

市
長
は
、
あ
る
時
は
大
島
九
円
見
返
対
応
し
て
立
ち
に
陪
正
ゼ
ぎ
る
叫

J5
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
殺
人
り
し

T

h
d
u
-
J
政

治

家

、

と

行

政

家

主

許

諾

一
岬
ン

L
V
N
J
F駒
市

L
I
ト

:

i

l

:

1

4

;

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
と
に
な
る

一

て
i

{

句
界
一
円
高
妥
で
あ
り
、
霊
場
合
に
は
忠
告
と
智
患
が
必
要
で
す
@
そ
主
で
す
よ
い
か
え
れ
ば
、
政
治

ぷ

p
b際
議
可
J
i

技
術
的
な
細
か
い
蓄
に
毒
し
た
し
て
、
と
れ
持
政
で
は
な
く
、
政
各
管
室
主
主
調
和
し
主

〆

仔

政

家

で

薄
υれ
ば
な
ら
な
〈
な
っ
惜
の
分
野
に
入
る
も
の
と
い
う
べ
き
く
か
が
問
題
な
の
で
す
。
市
長
就
任

家

、

行

政

家

、

思

想

家

、

豪

、

こ

た

の

で

す

。

で

し

ょ

う

。

い

ら

い

一

年

芸

P
、
私
は
ζ
の
点

の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
そ
れ
で
は
、
政
拍
主
什
政
と
は
、
と
れ
を
市
の
場
合
に
あ
て
は
め
て
に
細
心
の
注
議
を
払
っ
て
き
ま
し
た

え
モ
れ
で
は
、
震
は
こ
の
中
の
旦
乙
が
と
白
よ
足
率
つ
の
で
し
ょ
考
え
て
み
ま
し
ょ
吉
。
政
誠
実
で
が
、
怒
哀
で
あ
り
行
撃
で
あ
る

『
河
竣
』
に
入
る
の
で
し
ょ
う
か
。
う
一
か
。
政
治
と
い
う
む
は
、
五
年
な
針
路
聖
き
め
る
の
は
政
治
家
と
し
て
市
長
と
、
二
千
人
を
ζ
え
る
職
員
と

世
間
一
般
で
は
、
だ
い
た
い
に
お
い

D
十
年
な
日
、
あ
る
小
は
も
っ
と
逗
の
市
長
の
仕
事
で
す
。
と
れ
宇
一
フ
げ
の
呼
妓
は
よ
有
や
〈
ピ
ッ
夕
刊
と
合

て
司
政
准
索
』
の
部
類
に
又
れ
て
い
い
噂
来
有
阿
見
直
し
た
方
向
づ
け
芋
レ
て
荒
歯
を
つ
く
り
、
警
わ
に
移
す
む
っ
て
き
た
よ
フ
に
思
い
ま
す
。

る
よ
う
で
す
。

L
か
し
、
仔
政
由
し
そ
の
た
め
白
歌
捕
そ
た
て
、
進
む
べ
ば
、
行
政
の
実
一
軒
家
で
あ
る
市
の
職

〈
み
が
複
雑
に
な
っ
で
吾
作
讃
烹
で
き
針
路
を
は
っ
き
り
と
示
す
ζ
と
だ
員
の
仕
暴
で
す
。
し
か
レ
、
仔
政
に

こんなときには1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

。入場整理券吾紛失または忘れたとき…日

ー選挙人名舗に驚録古れていれば投票できます@

く〉自が不自由だった担手にケガ等をして文字が審けないと曹 白"

・自分で書くのが昌枝リですが申し出れば市の験員が代って寄きます。自の免

えなれ人は点字投票ができます。

。投薬沼当日投票所区域外での仕事中、-'i'む吾えない旅行等で投票所lこ行《

ζ とができないと君 " 

。次の期間に選挙管理委員会事務局で不在者投票ができますa

-期間中衆議院議員総選挙 11月 15 日 ~12Jl 4 日

最高裁積所裁判官盟関審査 11月25日 ~12月 4 日

伯投票時間午前S時'3C分から午後5時まで

12Fl 5日(日〉

投票時間 午前7s寺から午後8時まで

415 



明る

私たちの生活を明るく豊かにするためには、立派な政治の基

礎である「選挙」が拐るく行われることが必要です。そこで

拐るい選挙の捻送力となっていただくため「明るい選挙推進

の会会員の募集jをすることになりました。

ー イ会員となった場合の活動〉

… ヌJU、.-:::\~ ¥-0、 Lイ

Yr~ J.丹ヘ争八 3、

οぷヂコく;;
の出席

(~)E争し込み 平塚市選挙管理委員会

電話 (22)1700円 融494

第
l

寸
七
回
平
塚
市
、
護
措
ま
つ
り
は
、
ヱ
月
一
一
十
一
口
ス
日
)
h
r
b二
十
コ
否
決
用
)
ま
で
百
一
一
一
一
日
間
、
見
附
台
ほ
青
館
と
を
白
広
場
を
メ
イ
Y
会
場
と

し
て
操
長
げ
ら
れ
る
。
震
の
み
つ
け
市
高
語
員
会
、
消
費
華
麗
、
不
用
品
交
議
雲
安
感
り
た
く
さ
ん
の
事
が
予
定
草
、
夏
目

み
な
さ
ん
白
お
出
か
け
を
符
っ
て
い
る
。
主
た
、
転
行
者
一
大
将
一
だ
行
わ
れ
る
み
に
し
パ
レ
ー
ド
に
は
、
は
や
し
一
一
一
台
と
み
ζ
じ
十
五
否
が
事
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

慾業まつむの念な行毒事 C見附台体育轄とその周辺コ

やみつけ市 自の在蹟盤理やはんぱもの、吉ずも白を襲めたみつ

tr情。どんな掘り出しものが出てくるだろうかお楽しみに。

。麗7)<、産物，才吉さきー鼻持卵品評金 大根、白菜、ネギ、さといも、

魚、花帯¢品評会。白色ろの腕前を競うも由。

<>ヱ業授 与市内の事業所や工場など15封:が出壊。展三日内容はマル

秘中白マノレ秘で、事務問となっている商工課はわからないそうだ。

<>勤労青少年生活文化震 勤労青少年(18歳~25語〉む文化麗で

絵随、手:工苔、ベジ字、毛筆、写真、生花等白布誌が展示される。

<>盆載慶 一般愛好家が持ちょった盆栽140点在展示。

や観光写真・ 1写生展 4月に募集した平窺観光車録写真コYクー

んの作品と、先日募集した平塚傍じ吃風景写生コジクーんの作品展示。

<>農水産物の廉売 捜援物〈白菜、大根、人事、木阜、みかん等〉

と水産物 (1ししゃも、虫ラコ、ズアイヌアニ白予定〉の蹄売。

。不用品交換即売会 お喝の押入れや戸棚に不用なものが殴って

いませんか、多認めた不用zもの即売を行う。現夜、受けイすけ中で、と

んな物が第三まるか未定。なるべく早めにお出かけになった方が、よ

い品物が手に入るかも 。21日午前1C段、から。
<>暮らしの安全コーナー 1.5坪むプレノ¥プ住宅書き起震構 tこよう

て動かして、党主慢の体舗をしていただく。 1 度に 5~6 人までo
<>手作自のおもちゃ 平瞳子担保育園の協力によ Eフ、お白紙で、紙

照行機や動物雪作る。そしておもちゃを使って白波ぴロ

。植木市 信教わら苗木、庭木までなんでもそろう地木市。全国

から50軒のがE木屋さんが来るe

O絹イヒ相談室 植木や'"兆四手入れ、設殺の手入れ等臼むろ姫間

を持っておられる方に専門家がお答えする。

く〉常々 コ ナー テレピ寄忌苦とプッシュホン話話のあれとれe プ

ッシヱホよ/篭話で国風機を閲わした白、電車を動かす実績も 。

く〉勤労感謝のつどい 11月23 日仁祭〉午前 9 時~.12時産業表彰式
午 後1時から玄能大会く市箆センタ->

「
か
ま
ぼ

ι的
同
」
事
議
ん
円
台
船

も
タ
グ
ボ
ー
ト
に
引
か
れ
て
到
善
。

関
係
者
白
見
守
る
中
、
静
か
に
粧

の
中
へ
。
約
一
時
間
か
か
っ
て
水
深

一
手
吾
の
寝
室
に
無
事
お
ろ
主

新
し
い
角
の
軍
が
ぶ
生
し
た
。

乙
の
か
ま
ぼ
こ
渦
紋
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ユ
ニ
ッ
ト
フ
レ
τ

ム
で

高
さ
五

-
E
H師
、
幅
六
・
一
一
一
討
、
長

吉
六
討
と
大
変
十
八
き
な
も
の
で
、
重

魚
の
摺
哨

r議
識
を
目
的
に
魚
の
《
忌
u

一
間
十
八
ト
ン
も
あ
る
。
一
個

同
吹
を
作
会
っ
と
、
か
ま
ぼ
こ
珂
ゐ
楠

w
J
た
り
の
関
同
は
白
五
?
万
円
e

併

が

投

入

さ

れ

た

。

今

年

は

予

罫

白

鴎

慌

で
A

一
例
と
な

快
晴
に
な
っ
た
イ
一
月
一

H
今
後
っ
た
が
、
尚
一
業
関
川
町
高
は
、
ぺ
僚
か

時
、
崎
市
町
訟
を
乗
せ
た
船
が
平
語
な
品
の
Z
U十
を
肯
て
る
和
む
牧
出
と
し

品
開
山
内
そ
-
出
発
、
平
塚
山
合
一
五
キ
て
期
持
し
て
い
る
い
と
戸
丸
山
っ
て
お
ら

ロ
ド
に
割
高
&
一
泊
、
大
時
措
で
れ
た
，

4事



ネ
ヱ
あ
ん
た
、
こ
の
ブ
R
jチ
ち
ょ
っ
と
い
い
ん
じ
唱
な
い

ワ
ッ
シ
ョ
ィ
、
ヮ
ッ
、
y
ヨ
イ
品
こ
し
の
先
頭
に
は
パ
パ
に
か
つ
が
れ
た
罪
ち
ゃ
ん
も
事
加

に
ぎ
わ
っ
た

ひ
ら
つ
か
市
民
市

人
間
優
先
の
究
母
対
策
と
し
て
、
市
内

の
繁
華
街
に
「
訟
や
務
天
国
}
が
設
け
ゐ

れ
た
の
は
六
白
午
前
。
A

「
で
は
市
民
自
問
に

広
く
門
会
福
し
て
い
る
。
能
混
日
曜
日
と
も

な
る
と
、
国
道
一
等
組
は
交
通
戦
争
の
わ

ず
ら
わ
し
さ
し
を
よ
L
hい
シ
ヨ
ッ
ピ
ジ
グ
音

楽
し
む
た
く
き
ん
の
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
と
の
捗
お
者
天
原
町
利
用

し

τ今
年
で
一
↓
罰
百
の
「
ひ
ら
つ
か
市
民

市
」
が
間
か
れ
た
i
E
白
催
し
は
、
青
年

会
議
所
の
若
者
た
ち
が
中
山
と
な
っ
て
企

画
し
た
も
の
で
、
手
作
り
の
品
物
を
売
っ

た
只
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
り

Tt

楽
し

ρも
の
に
し
よ

1pと
い
う
ζ
と
ろ
み

一
ぷ
犬
施
さ
れ
た
も
の
。
い
わ
ば
市
民
の
誌

も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
市
民
の
ま
つ
D

だ
@沿

遂
に
は
、
自
分
で
作
っ
た
装
飾
品

衣
料
品
、
器
用
戸
山
焼
き
あ
げ
た
陶
昔
話
を

売
る
底
な
ど
が
並
ん
だ
。
中
に
は
読
み
終

え
た
マ

y
ガ
白
本
を
持
っ
て
い
る
4

ノ
中
ァ

カ
戸
組
む
娘
さ
ん
も
、
@

ま
た
、
市
民
市
彩
感
り
あ
げ
た
の
は
威

勢
よ
く
織
り
揖
い
た
み
ζ
?手
安
芸
昼
間

議
院
な

ε、
各
種
の
パ
レ
マ
ド
で
こ
れ
に

は
護
家
を
兼
ね
た
高
雄
大
学
の
き
ん
諸

君
の
活
躍
ぷ
D
が
市
民
の
え
じ
を
あ
づ
め

て
い
た
@

ン

昭和52年度に幼稚爾教員に

欠員が主主じたときの採用候

檎者選考試験を行う

<>謹格.:1口組J17年 4月 2日以降に出

主主したもの

事ク詣教欝喧免許状所有

者または昭和52年 3月318
でまに取得見込みの者

<)受イ寸け・ llJ-J22C=1CJD ""12丹11
E1 Cコニコまで。 C+_s号室日Uま
IEとこまで〉

'0申し込み 教育香員会学f!l諜へ.

ひも話22'1700 内縄519)

民 l次試 験 は12月21目白予定

φ11月288(お〕
バレ」ポール CJi，!，;lfJ台体育館〉

ノミスケットボーノレ C -7 ) 

球 C江阪中学校コ

サ ッ カ }仁スポーY広場〉

や12fl12段〔段〉
rぺスケットボ}ノレ Eロ:陽中学校コ

サッカ-(スポ._y広場〉

12fl19臼(臼〉
サッカー Eスポ-y広場〉

心響力日申し込み 11月18臼仁木:)午後5時

までに捧育課へ。

'0問い合わせ均体育課 (3D3060 

〉仁悶向万μ川川斗中l'

午喜前古s器時寺

12月12沼(
平塚釈改札口高官

予災担司い合わせは体育課へ T E L (3D 3060 

とき

薬会
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開!l!IlII!l!l1文学!I!lllll!lI!IJI

ピジチラシナ」調書 大江健三郎

木枯しの長室 曽野綾子

山が見ていた 新国次郎

ガラス白描 松本稿張

育審の門讃溶嬬上 主玉木雲寺〉之

ホぞわが'U必 戟 福 田 紀 一

審瞭の家 主主原曜子

妖星伝三神道 の巻 器材良

問ぷが如く六 司罵道太郎

主i宮町記念碑 林青槽

殺窓のまつり UJ村薫紗

剣客商売路れ主主 泊波正太郎

長安iJ'ら北京へ 司馬遼太郎

大正白下谷っ子 鹿 島 孝 二

主芝居轍石む恋 富井~f，!þ

山川ノンブィウション“IHI!II

深11:;腎間目的天声人語 深代型郎

人事異動の論理 三鬼陽之助

続逆転の発想 品川英夫

ヘボンの手紙 高谷道男編訳

梅原猛

食固なる精神 5 本多勝一

丸山昇

梅野弘

北:と女 真尾悦子

霊童[しがる生命いだきて UJ本茂雄編

シーメンス事件 盛善吉編著

般販のとえ 色川大;吉

泊中IE迭の生時 林竹二

山川11111家庭ー生活山削州出

7臨について K'エイミス

ステレオハンドブック 長l:d:崎矢田

秘密のゴノレフ 封上隆

新 .J躍動健鹿法 阿久津邦男

たばζ博物誌 梅 田 晴 天

皇三活学にとはじめ !l1i!lj驚他編

一一一一秋季特別展

決発掘への招待(1)
←一一手目撞111流域の縄文時代一一一

・12月12日〈日〉まで開催中

，会場 1階特矧比翼お車入現時割

問時上の入i霊節目発掘調査資制を中

心に、相模!I統壊の縄主耳手代の生活

そ展示。

女特別展記念講演会
会 11月21日 (8)午後I時~

・講師樋口構文先生仁調学淀大学教

授〉

・テ}マ 「は野に食を求めて・縄文;

人の生活」

・会場 1階講堂入場自由

公12月 58(臼〉午後1時~

・講師 日野…剖3先生仁平塚市文化財

保護委員コ

ーテーマ 「相模111流域の発調謁査・

その現状と課題J

@会場1階講堂入場自由

女スライド映写会
'1!J'J27日〈土〉午後2時半~

a会場 1階講堂入場自由

ょの入連盟臨む発掘を中心とした、ス

タイドを上映する。

決特別展図録「発掘への招待J
1宮il300f弓博物館で発売中

育科学教室「ゾウワを作ろうJ
一一体験学欝シ日ーズr:D-

最近まで身近なはきものだったゾロ1)在、

わらを使って自分の手で停ってみる。

.12月19日(8)午前lC時~午後3時

'申し込み希望者は12月10日までに往復はが

きで博物館へ。多数の場合は倒せんする。

定 員20人。

女自然をま関べる会

察白しかたを勉強する。

・12月 4臼〈土〉、 11臼 C土) 2日間午前 B
時'1"ら午後3時まで@博物館と金目Ji!潤辺

・申し込み希望者は11月25Bまでに、住曇Z
はがきで博物館へ。多数の場合は拙せん。

中学生以上20人。

ヲ奇襲を見る会・木還の観察
.12月25 日〈ごと〉午後 5 時~7時

星雲天・雨天白時は26日に行う。 26臼が饗夫

令雨天のときは中止0

・申し込み希望者は12月15司までに往復は

が吉で博物館へ。多数白場合は抽せんで30
人。なお、ノj吟

。博物館干254
室電話 33・51H

ヲ者母島E霊会10時と14時
会12月 5日 E日コ
• r放課後白子供達J カラ 3C分

• r小古な愛の誇J カラー 32分

ヲをこども挟頭会1自時と14時
古11月28日〈白〉

「小鯨の習院」 カラ- 45分
@クストー海洋シ1)-ズ

官 12!'ll9臼〈日〉

「ベl):カジと少年J カラ 65分

女ステレオコンサート 14時
会11sl20臼 C土〉 仁ボピュヨーコ

「スピ-1'・オブーサクジド/ボールマ

Yカートニ-&ウイジグス」

古 12月11日 C土コ Eポピュラ}コ

fピューテ 4 フノレ・シング/クレオ・レー

シi

古12m88(土) (クラシック〉

ベート」ベ';/交響曲第 9番 j

会 1211258(土〉 くこども音楽〉

「ふL由oのうた」

間山'"υ川?

.市民の方、市内に通勤通学している方はと

なたでも借Eつられる。

・住所在証明できるものを見せていただき

たい。その場で利用券 4枚をてヨ〈る。

利用券1枚で 1冊、 1度に4ffilまで、 2週

間借りられる。

V制用時筒

[>貸出室・番考コ}ナー 9 時~1<l時50分
b こども護 13時~16時50分

仁日曜日は 9時~お時50分〉

議マ
教
背
番
日
開
会
箆
「
樫
ケ
活
」

@休舘尽
ト毎週月曜臼 毎月月末日 祝臼仁11月23日〉

Oal警館電話 (31) 0415

肯卓球教室
一一一初心者のための卓球教室一一

• Ilf1l 8 日 ~12月23 日毎週末曜日午後 6 時30

分から8時30分まで。

・勤労青90年20人を対象

宵音楽教室蛮

-ーポピュラーパンド入門一一一

'11月 19 日 ~12月17日程i塵争2星日午後 E 時30

分から B時30分まで。

・講師磯部盛治民

・勤労青少年20人を対盤、楽器を持歩する@

安美しい和肢のつどい
一一みる揮しさ身につけるよろこび一一一

'12月 7日亡火コ 14日亡ヅく〉午後6時30分~

8時3日分まで0

・講都市掲京子民

・勤労青年男女各15人音対象。

安ボランテイア活動のいろいろ
一一ボランチィア活動の話し合い

'12月 8日げO 午後8時30分-8時30分。
.勤労青必ヨ手30人査対象

安楽しい社交ダンスのタベ
ダンスとゲーム<7:つどL、一一一

.12月10臼仁金〉午接話時30分 -8時30分。
'勤労青少年初入者対象

ヲ年こども挟濁劇場
一一品止〈いア己J". マッチ削の少女一台

'12月眼目 E土〉午後 2時~3時30分

・ノトc;l学生100人

態i墨月曜臼と11月248
(32) 7029 

引事



保健帯生諜では、乳ガY回検診者

行っています。早期発見のためにど

うぞお受け〈ださい。先着30名まで

瀦時間・ 13時 3C分-14時 30分
要覇臼混

11月186J 金自公民館

1-' 25白金田公民館

12月 2日 中原公民察官

ク 98 花木公民館

ぃ~ーイ保健所だよ可一一~、

母子健麗手艇をもってお丘二Jl，}l~J く

ださい。

霊車場所・平境保鍵酎

調時間・ 13時 -14時まで

泊穏と対象児

1:3か月見健診3
12月 3日 51年 8月 I臼-10自主主
12月16日 51年 8月11日-20日正11
12月17E1 51年 8月21日-31日空

[3歳児健診〕

12月 2日 拙 年10月 18-10日空

12月 10日 48年 10FJ11日-20羽生

12月23日 48白 1OF12111-31日告

1月19日金自公民館

予〈箱崎公民議官

/j- 25日加公民館出金問公民館

出出央農協士沢支所

i以降の日程は次号に掲載します。

麹判定日

12月23B 神田公民館八幡公民館

.y 24日 花7l<公民察官

1月初日

夕 21日金自公民館

民岡崎公J3'A富

-9 278 泡公民総出金問公民館

区中央農協土沢支所

);(揖島公E号館

以降の日穫は次号に掲載します@

嶋智美ちゃが
じまともみ

合住所山下952日本端子にお勤

めむノ'J'由自慢光 C28歳〉さんと芳子

C2f綾〉さんの長女。現在9か月

で身長72c盤、体重8.5o~。

パパがお仕事で遅いので、智美

ちゃんのパパ役はおじいちゃん。

毎日お風呂に入れたD、遊んであ

げるので離れなv、。お庭の芝生で

お人形書き抜きながらおじいちゃん

にあやされてニコニコo 大好きな

ものは『車と電話。泣いていても

だまっちゃうJとママ。

当日は

母子健康手販を忘れずに持ってき

てください。

趨時間・午前9時30:分 -10持3C分
11月18臼豊田公民館

-9 25日金自公民館

12月 2B 名高公定館

"' 9日横内沼地集会場
夕刊日市役所B会議官

d' 16日岡崎公民館
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(
m
i五

し

ο日ごろ、いろいろな市の施設を見る機会のない人へ

く〉みなさんの税金はこういうところにも使われている

。市政に関心と理解を、そして私たちのまちを知ろう

き 1毘26悶 〈 金 〉 午 前'[9時出発、午後3時初分解散

コ ー ス 市役所前農林省果樹試験場一車巨大ゴミ議砕処箆場一大神構

掃作業譲トーむ留'1EC昼食〉ー土屋鐙関一揺技会或富一市役所前

無担〈昼食をむ用意ください〉

往復はがきに住所、民名、電話番号を記入のうえ仁子部平塚

市浅間前自番1号平援市役所秘審広報課〉へ

11月初日〈土〉までに申し込ts(50人世乙えた場合は拙せんコ

12滋〈認〉
午後2時開演

ところ市民セγター

く〉章者 態 。多角形の中のメノLへy
。カラコ-vス
C屋根の上の小さな恋愛論

。棉点、その他

くう入 場 希望者は11月初日までに往復

はがきに住所、民名、年齢、

議員業者記入のうえ、市民セン

占}事務局〈干254平塚新宿

93のに申し込みを。

共催療立音楽堂、平車市箆センター

41喜



平
塩
市
究
義
安
企
窃
会
で
は
、
自

動
車
免
現
鮎
位
更
新
時
特
別
講
寄
金
を

次
の
日
程
で
聞
く
。

今
回
の
受
誘
対
謀
者
は
、
十
二
月

一
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
に
免

許
証
白
期
限
が
切
れ
高
万
で
、
帯
望

者
は
午
懐
古
五
時
一
ニ
十
分
ま
で
に
告
拐

に
お
出
か
け
を
。

マ
日
月
町
四
百
組
小
学
校

マ
日
月
初
日
金
包
公
民
館

マ
ロ
月
1
白
豊
田
公
民
総

マ
ロ
月
2
日
神
田
公
民
間
開

マ
ロ
月
3
日
中
原
公
民
総

マ
ロ
月
6
回
大
野
小
学
校

マ
ロ
月
7
自

室

今

福

マ
ロ
月
8
臼
花
水
八
品
開
館

マ刊
M
月
9
5
露
士
見
公
民
総

マ
ロ
月
間
叫
百
崇
義
小
学
校

神
奈
川
県
平
援
態
事
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:}o今月の納税〈

2j事j分
JJ月初日(火〉までです

納移品止便禾iかとに振替で。税務室ま

たは金融機時〈察日吏局を除く〉

へ申し込みを。

5J7.塩務署く22)1400 

a 

[>14くコ
私たちの住む土地は

いつなろ亡とむように

してできたのでしょう
か。自然に触れながら

その生いたちを考えτ
みましょうe

から春日野中学泊所へ続きます。

中原の日伎神社や真 i神社も砂丘

上にのっているもりです。

ζれら白砂丘ができたのは、今

から約&000年前以降のことで、縄

文時代の始めζ ろには、市域の平

野は広〈海に覆われていましたa

その後次第に海が投igするにした

がって、盤国付近に最初の砂丘が

形成され、さらに海単線が前進し

て北から南へと何列もの砂丘がてき

きました。平塚駅間関Jの中央地下

道工事の時に見つかった砂に埋も

れたタブノキから、が，2000年前に

は今の東海道線付近;こ海串融があ

ったことを訴しています。

ζのようにして押られた徴地形

聖人々はどりように利用してきた

のでしょう。砂丘上は古〈から策

審や主自に利用されていますが、ニ

ワ'[)砂丘列。閣の(昌樹立排水が怒

〈、国や湿地になっていました。

現在でもにうした地域は、豪雨の

擦に被害を受けやすくなっていま

す.cのように平野のわずかな地

タj丘砂

相撲パ!と花dわけにはさまれた平

援の市街地はどんな地彩のとに立

地している白でしょうか。

平翠海曜には海串綿に並行して

砂丘がずっと続いています。吾少丘

は波によって海岸に打ち上げられ

た砂が、 F脅から白風で遊ばれてわ

ずかな高まりを作ったも白です

平抵の市街地も昔、海需に打ちム

げられた砂やそのとにのる砂丘か

ら高白立っています。

現在では市街化~1進み、平野の

わずかな起伏もわかりに〈くなっ

ています材、古い地殻図や航控担手

哀をみると、閣は掘障からiじは盤

沼付近まで12タ'Jからなる民高 1m

~ 2mの高まりを認めるζ とがで

きます。

便宜的に南から番号をつけると

第 1罪Hま混在形成中の海津沿い白

砂丘で、江の島からニ宮の酋まで

続いています。第 29lJには西湘バ

イパスが通ってお担、第3列は墓平

から否雲主主府持主B所に続きます。

第 4列は黒部忌にみられ、東海道

絹は第5主力Jの上を法ってL、ますa

l!J播神社のζんもDとした林は摺

第 7弼はE工場中学

の

。巡回日程 11月17日げり 午前トヨタオ」ト新

神奈川r.午後高浜高ちと/218仁臼〉平語なでしこ

ライオンズクラブ場所i日郵便貯雌'/23日 α0平

塩ロ」ターアクトクラブ場所市民センター前

く〉一一一一-0一一一一-0
会食台ご協力品むがとうございました古女合

金白地主自治会9~本、パイロツ k万年筆120革、

土屋地区 自治会22本、蕊t尺地恥"ヨ治会202宗、横柄

臼澄モータ-302位、東電平密工品所24本、自由貴

金属53本、三興製作成49本、三共78本、大江 ζ業

62本
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道路上の施設、工作物、付帯物等

への掲;加工繁止されています

※ただし、道路管理者が許可した場合は己の

露連Dではない

一一道路補修課繁華豊係一
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